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家
文
書
が
所
在
す
る
の
か
、
現
時
点
で

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
例
と
し
て

文
化
10
年
（
１
８
１
３
年
）
に
小
川
村
で

小こ

み

や

ま

宮
山
昌ま

さ

ひ

で秀
（
楓ふ

う

け

ん軒
）
が
香
取
大
宮
司
家

文
書
を
書
写
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ

れ
以
前
に
は
小
川
に
所
在
し
て
い
た
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
小
川
の
香
取
大
宮
司
家
文
書
で

す
が
、
こ
の
度
、
小
川
の
地
で
は
初
め
て

の
公
開
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（小
川
資
料
館　

和
久　

法
子
）

■
小
川
資
料
館
テ
ー
マ
展　

光
圀
と
楓
軒
が
よ
ん
だ
古
文
書

 

―
小
川
の
香
取
大
宮
司
家
文
書
―

会
　 

期　

11
月
22
日
（土
）か
ら
12
月
27
日

　
　
　
　
　

 

（土
）ま
で

場
　 

所　

小
川
資
料
館
（小
川
図
書
館
２
階
）

休
館
日　

月
曜
日
（11
月
24
日
は
開
館
）、

 　
　
　
　
　

11
月
25
日
（火
）、
28
日
（金
）、

　
　
　
　
　

 

12
月
26
日
（金
）

※
12
月
14
日
（
日
）
14
時
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
コ
ス
モ
ス
集
会
室
で
、
飛
田
英
世
氏
（
茨

城
県
立
歴
史
館
）
に
よ
る
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

小
川
に
残
っ
た
香
取
大
宮
司
家
文
書

　

元
禄
11
年
（
１
６
９
８
年
）
、
大
中
臣

清
房
は
幕
府
か
ら
大
宮
司
職
の
罷
免
・

神
宮
追
放
の
処
分
を
う
け
て
水
戸
藩
領

内
に
移
住
し
ま
し
た
（
の
ち
明
治
10
年

（
１
８
７
７
年
）
に
名
誉
回
復
）
。
そ
の
時

持
参
し
た
の
が
大
宮
司
家
文
書
で
し
た
。

享
保
９
年
（
１
７
２
４
年
）
、
清
房
は
幕
府

か
ら
の
目
録
に
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
大

宮
司
職
の
家
に
文
書
を
引
き
渡
し
ま
し

た
。
こ
の
時
、
目
録
外
の
文
書
は
手
元
に

残
し
た
と
い
い
、
そ
れ
が
現
在
小
川
に
残

る
香
取
大
宮
司
家
文
書
で
す
。
い
つ
頃
か

ら
、
そ
し
て
な
ぜ
小
川
に
香
取
大
宮
司

言
を
持
ち
「
以
上
の
通
り
に
ご
意
向
を
伝

達
し
ま
す
」
と
い
う
内
容
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
主
人
の
意
を
受
け
て
侍じ

し

ん臣

（
家
来
）
が
出
す
「
奉ほ

う

し

ょ書
」
と
い
い
、
特
に
位

階
が
三さ

ん

み位
以
上
の
高
位
の
人
物
の
奉
書

を
「御
教
書
」と
い
い
ま
す
。

　

『
東ひ

が
し
や
ま
て
ん
の
う

山
天
皇
口く

ぜ

ん

あ

ん

宣
案
』
は
、
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う享

5
年

（
１
６
８
８
年
）
に
当
時
の
大
宮
司
職
で

あ
る
大お

お
な
か
と
み
の

中
臣
清き

よ

ふ

さ房
が
従じ

ゅ

ご五
位い

げ下
に
叙
さ

れ
た
際
の
発
給
文
書
で
、
東
山
天
皇
の
意

を
蔵

く
ろ
う
ど
の
と
う

人
頭
藤

ふ
じ
わ
ら
の原

頼よ

り

し
げ重

が
伝
達
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
文
書
に
使
用
さ
れ
て
い

る
紙
は
黒
い
で
す
が
、
こ
れ
は
一
度
文
字

を
書
い
た
、
墨
の
付
い
た
古
紙
を
再
び
漉す

き
直
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

７7

小
川
の
香か

と

り取
大だ

い

ぐ

う

じ

け

宮
司
家
文も

ん

じ

ょ書 
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下し
も
う
さ
の
く
に

総
国
一

い
ち
の
み
や宮

の
香
取
神
宮
は
、
伊
勢
・

鹿
島
と
と
も
に
『
延え

ん

ぎ

し

き

喜
式
』
三
神
宮
と
数

え
ら
れ
、
藤
原
氏
の
氏
神
と
し
て
大
き
く

発
展
し
ま
し
た
。
神
宮
の
長
官
で
あ
っ
た

大
宮
司
職
に
は
文
書
群
が
引
き
継
が
れ

ま
し
た
が
、
多
く
は
長
い
年
月
の
間
に
散

逸
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
本
の
一
部
が
、

平
成
11
年
に
小
川
町
（
当
時
）
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

小
川
の
香
取
大
宮
司
家
文
書
の
内
容

　

小
川
の
香
取
大
宮
司
家
文
書
は
鎌
倉

時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
、

香
取
神
宮
と
そ
の
周
辺
と
の
関
わ
り
を

示
す
文
書
や
、
徳
川
光
圀
に
関
す
る
文

書
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
部
を

次
に
紹
介
し
ま
す
。

　

『
関か

ん

ぱ

く白
二に

じ

ょ

う条
兼か

ね

も

と

け

基
家
御み

ぎ

ょ

う

し

ょ

教
書
案あ

ん

』
は

正
し
ょ
う
あ
ん安

３
年
（
１
３
０
１
年
）
頃
に
、
香
取

社
の
神
主
（
大
宮
司
）
任
命
の
際
に
発
給

し
た
と
さ
れ
る
文
書
で
す
。
任
命
に
あ

た
っ
て
、
関
白
の
二
条
兼
基
か
ら
左さ

ま

の

か

み

馬
頭

（
北

ほ
う
じ
ょ
う条

貞さ

だ

と

き時
）
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
文
書
は
「
仍
執
達
如
件
（
よ
っ
て

執
達
件
の
如
し
）
」
と
い
う
書
き
止
め
文

語
句
解
説

延
喜
式
　
律
令
の
施
行
規
則
で
あ
る
式
の

集
大
成
。
延
喜
５
年
（
９
０
５
年
）
に
編
さ

ん
に
着
手
し
、
延
長
５
年
（
９
２
７
年
）
に

完
成
し
た
。

左
馬
頭
　
官
職
名
で
、
馬
の
管
理
・
調
教
を

司
る
左
馬
寮
の
長
官
を
指
す
。

蔵
人
頭
　
蔵
人
所
（
天
皇
直
属
の
役
所
）
の

実
質
的
な
長
官
を
指
し
、
天
皇
の
秘
書
官

長
な
ど
を
務
め
た
。

▶ 

東
山
天
皇
口
宣
案

（個
人
蔵
）

▶ 

関
白
二
条
兼
基
家

御
教
書
案
（個
人
蔵
）

問


